
幻の新座市議会報告第259弾！

本名たかむらともや
　東京青山生まれ。
　新宿区立西戸山中
都立石神井高、北海
道大から新座五中、
新座六中、新座二中
で21年間担任をする

　「たかやん」は五中の子ども達が付けて
くれたあだ名。「教育は愛だ！」の幟を立て
て20年間、駅立ち（10か所）を続けている。
　新座市議会では上田美小枝と二人会派
「市民と語る会」を結成。本当の無所属と
して、教育を中心にしがらみのない発言を
続けている。最近では「ボール遊びができ
る公園」「PTAの入会届」「不登校児童の
評価」「中学生の課題」「ワクチン接種の危
険性」「マスクの危険性」「部活動の地域
展開」「校則」などについて繰り返し質問。
趣味はテニス、ギターを弾いて歌う。子ど
も達と一緒に勉強する。手話などなど。
　写真は僕が愛する叔父（父新太郎の弟）
の猛。同じ頭で、顏も似てるでしょ？（笑）

takayanchan@outlook.jp
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　みさえと僕の控え室です。言ってみれば
本当の「みさえの部屋」です。後ろの絵は
僕の息子の空が小さい頃に描いた絵です

みさえの部屋２
　この6月議会で市民と語る会の上田美小枝
議員が取り上げたのは・・・
１．小学生が登下校時にかぶる帽子の進化
について
２．共稼ぎ家庭の小学生たちが始業前の学
校で過ごす「朝の居場所づくりについて
３．単身者安否確認システムの導入について
４．小・中学校の不登校対策について
①不登校児童・生徒の増加を抑制する取組
みについて
②メタバース空間を活用したオンライン不登
校支援プログラムの導入について
大きく分けてこの4つでした。どれも愛情溢れ
る「美小枝の目」で見た質問で、感心しながら
聞いていました。
　この質問に対する答弁もなかなかのもので
１の帽子に関しては、美小枝議員が見せたも
のと同じ片山小学校の帽子を金子教育長も
取り出して見せ、「簡易ヘルメット、ＵＶ機能
がついている。安全で非常に配慮された校
帽である。しかし、校帽については各学校で
決定している。各学校に情報提供していきた
い。」と答弁。議場が湧きました。
　２に対しては傑市長「志木市は本日から志
木小学校でスタート、新座市でも子どもの居
場所づくりを考えているが、人員の数、学校
施設での管理体制の問題がある。他市の動
向を見守りながら引き続き研究していく。」　
４の①については第二中学校の複数担任制
や校内支援ルーム「スマスタ」の取り組みが
紹介されました。近藤学校教育部長からは
道場の集会所を利用した不登校児童生徒支
援の「ムササビルーム」の紹介がありました。
4の②のメタバースについては「埼玉県のメタ
バース空間を活用した事業に参加希望を出
している。」と前向きな答弁。「ずっと待ってい
た！」と笑顔の美小枝議員でした！！

　



, ,

YouTube
　僕が隙間時間によく見ているYouTubeは
１．れいわ新撰組（感動します！）
２．安藤裕チャンネル（勉強になります）
３．三橋TV（勉強になります）
４．藤乃の手話講座（楽しい・・・）
　ずっと見ていると目と脳が疲れるので、ち
ょとした隙間時間に見るのが基本ですね。
　寝る前やジムでランニングをしている時
やお風呂の中で見ています。（笑）

コメ消滅
　自民党と財務省が日本国民を飢えさせる
このままだとあなたの子どもは日本米を食
べられない！
（三橋貴明・経営科学出版）を読みました。
　TVでは連日、自民党の小泉農水大臣が
登場し政府備蓄米の古古米、古古古米を
安い価格で国民に届けているとヒーローの
ような扱いを受けていますが、この本を読
むと自民党と財務省の日本の農業に対す
る失政が明らかになります。
　欧州の農業所得に占める補助金の割合
を見ると・・・フランスが６５％、ドイツが72.9
％、イギリスが81.9％、スイスが112.5％に
対して日本は38.2％と極めて低いのです。
　そして1970年には政府予算の11.54％あ
った農林水産予算が2023年には 1.83％ま
でに下がっているのですから、自民党と財
務省の罪は大きいという訳です。
　アメリカの言いなりになって、増え続ける
防衛予算と比べるとその無謀、無能ぶりが
よく分かります。長射程ミサイルなどを爆買
いしている場合ではないのです。
　現在の日本の食糧自給率は38％（カロリ
ーベース）と言われていますが、実質食糧
自給率は9.2％に過ぎないと筆者はいいま
す。不況なのに経団連の言いなりになって
消費税を導入し、増税してきた結果が日本
の経済成長を止めてしまったのです。輸出
大企業に対する補助金である消費税。そ
んなものに拘ってる場合ではありません。　
　国民は自動車もミサイルも食えないので
す。まず、日本国の食糧を確保する。それ
が国民を守るということです。　
　不況なのに緊縮財政を続ける経済音痴
の自民党は勿論、消費税を支持する政党
にはサヨナラしないといけません。
　「ごまの油と百姓は、絞れば絞るほど出
るものなり」という言葉が、百姓一揆が多発
した江戸時代にありましたが、新井白石に
よると当時の国民負担率は28.9％。今は約
50％。今の政府がいかに国民からボッタく
っているか知った上で選挙に行きましょ！

「先生の目」の感想2

　読み終わりました。清々しい気持ちになり
ました。恥ずかしながら、たかやん先生が
国語を教えていらっしゃったとは知りません
でした。勝手に社会科かと思っていました。
　何ででしょう。数々のイタズラなど、クスッ
と笑いながら読み進めました。
　一貫して誰かを傷付けたりすることなく自
由でのびのびとした子供時代を過ごされて
いた事は、素晴らしいご両親の温かい目や
心をたかやん先生が受け継がれていたか
らなのだと思いました。そして、教員として
ものびのびと(？)子供達と本気でぶつかっ
て来られたからこそ、今でもずっと慕われ
ているんだなと良くわかりました。
　（新座市内中学校の現役の後輩から）
お勧めの本2冊です。左は全日本国民に。
右の本は現役の先生とこれから先生を目
指す若者たちに。ネットでも書店予約でも
買えますが売り切れてたらゴメンなさい！


